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ハチクマは夏鳥として日本にやってきて繁殖をする猛禽類の仲間です。バードウォッチャー

にはおなじみのこのタカも、まだまだ一般的に名前を知っている人はそんなに多くはありませ

ん。大きさがトビほどもある中型のタカなのですが、ふつうこのくらいの大きさの猛禽類はノ

ウサギやネズミなどの哺乳類や、爬虫類などを主食としているのに対して、ハチクマは名前に

もなっている通りハチの幼虫が大好物です。森の中で地蜂の巣を掘り当てては、幼虫をつまん

で食べている変わった習性を持つタカです。 

最近は衛星を使った調査がすすめられ、移動経路などこれまではっきりしていなかった渡り

の行動もわかるようになってきました。秋の渡りでは、その年に生まれたばかりの幼鳥も五島

列島から東シナ海を一気に渡っていくようです。 

また春に日本にやってくるハチクマたちが、子育てできるように餌となるハチや様々な生き

物が生息できる豊かな環境をこれからもずっと残していきたいものですね。 

（文：本間憲一） 

「ハチクマ」 撮影：アクティングレンジャー 長船裕紀 

 



珍鷹（ちんよう）。なんとも間抜けな響き。ワシタカではありませんが庄内では今年、タンチョウ（5

月）やコウノトリ（8月）も飛来して話題になりました。ワシタカ達でも普段は会えない個体がこれまで

に確認されています。珍鷹たちとの出会いもワシタカウォッチングの醍醐味。えっ？それメインで見て

る？（絵：普及啓発担当 本間） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食欲の秋、収穫の秋、読書の秋、芸術の秋、ダイエットの秋。秋の行事はたくさんありますね。イヌワ

シはといいますと子育ても終盤、幼鳥はもう親離れのシーズンです。性成熟したイヌワシは年に一度、冬

に繁殖期を迎えます。初冬にオスとメスはディスプレイフライトを繰り返し、お互いペアであることを確

かめます。また繁殖のために使う巣に巣材を足して繁殖用に改築していきます。雪の降りしきる真冬に卵

を産んで温めます。春に近づき卵がかえって真っ白なヒナが誕生します。ヒナは生後 2ヶ月ほどで親とほ

ぼ同じ大きさにまで成長します。自力で飛んでエサが採れるようになって親を安心させないといけません。

夏、親鳥は飛び始めた幼鳥を見守りながら飛び方や狩りを教えて一人前のイヌワシに成長させるのです。

う～ん・・・こうしてみると一年の大半が子育てですね。よく当館に来場される方からの質問で、「繁殖

に成功すれば、鳥海山に生息するイヌワシの数も増えていくん

でしょ？」といったことを言われますが、ここ鳥海山は親のな

わばり。若鳥は住むことはできないので、これからの季節、住

処をさがして放浪の旅が始まるのです。 

イヌワシ繁殖率低下の問題は、繁殖期に人間が巣に近づくこ

とによって抱卵を放棄してしまうことも要因の一つ。たとえば

近年の多様化したレジャー活動。スノーモービルや冬山登山

（遭難してヘリコプター出動となれば影響は甚大です）などが

あげられます。冬は年に一度だけのイヌワシの繁殖期。入山は

慎重に判断して頂きたいものですね。

イヌワシってどんなワシ？⑦「イヌワシの一年」 

↓「アカハラダカ」 
大きさ：ヒヨドリくらい 

西日本から南にお住ま

いの方々にとっては時

期が来れば見ることが

できる旅鳥ですが、ここ

山形県ではまれです。鳥

海山の他、飛島でも記録

があります。 

ここ猛禽類保護センターには「鳥海イヌワシみらい館」という愛称がついていますが、
イヌワシってなに？と思う人や図鑑でしかイヌワシを見たことがない人もいるかもし
れません。そこでシリーズ 7回目は「イヌワシの一年」について紹介します。 

～バードウォッチングへの誘い～ 第 8 回 

庄内で会いたい・・・珍鷹たち 
 

「マダラチュウヒ」↑ 
大きさ：カラスくらい  

オスの体は白、黒はっきり

していて見てる方も清々し

い気持ちになれますね。最

上川の河口で一度、飛島で

も観察記録があります。 

↑「クロハゲワシ」 

翼を広げた大きさ：250～290cm 

大魔王が空を飛んでいる姿はこんな感

じでしょうかね。国内で観察されたワシ

タカの仲間では最大です。普段は中近東

あたりに生息していますが、1990年に庄

内町で保護されたほか、1998 年にも酒田

市に飛来したのが確認されています。90

年の個体は剥製となって山形県立博物

館に収蔵されています。 

「アカアシ 
チョウゲンボウ」↓ 

大きさ： ハトくらい 

ハヤブサの仲間にも色々

います。足が赤いという

ことですよ。酒田市では

飛島や秋の鳥海山で観察

されています。絵は若鳥

（♀） 

「巣立ち後のイヌワシの幼鳥が紅葉に舞う」 
撮影：アクティングレンジャー長船裕紀 



札幌市 円山動物園 

〒064-0959 札幌市中央区宮ヶ丘 3番地 1 

℡ 011-621-1426 

開園時間：11月 1 日～1月 31 日 9：00〜16：00 

2 月 1 日～10月 31 日 9：00〜17：00 

入 園 料：大人（高校生以上）600円   

中学生以下 無料 

年間パスポート 一人 1000 円 

その他団体割引があります。詳しくはホ

ームページ等でご確認下さい。 

休 園 日：年末 12月 29日～12 月 31 日 

（1 月 1日～12月 28 日の間無休） 

 

「イヌワシを見てみたい！」けれども野生のイヌワシに出会うことはなかなかむずかしいもので

す。確実にイヌワシの姿を見てみたい人や、間近にイヌワシを見てみたい人は動物園に行ってみ

ましょう。第 7回目は、北海道「札幌市円山動物園」です。飼育展示課 石橋佑規さんへ伺いま

した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

円山動物園では 180種類 800点の動物たちを展示しています。園内のリニューアルも着々と進
んでおり、生き生きとした動物たちの姿を見ることができます。イヌワシの飼育については 1990
年に、当時まだ前例のなかったイヌワシの繁殖に国内で初めて成功し、日本動物園水族館協会（Ｊ
ＡＺＡ）から繁殖表彰を授与されました。猛禽類以外では、ホッキョクグマの繁殖にも国内で唯
一成功している動物園でもあります。 
行楽シーズンは、家族で外出する機会が増えるのではないでしょうか。北海道はレジャーや観

光、バードウォッチングにも魅力の多い地域です。これから北海道に行かれるという方は、ぜひ
札幌市円山動物園に遊びに行ってみてください。 

 イヌワシが見られる動物園⑦「札幌市 円山動物園」 

Ｑ．円山動物園ではいつからイヌワシを飼育しているのですか。 

「円山動物園では 1983年からイヌワシを飼育しています。」 

Ｑ．飼育員さんが思うイヌワシの魅力について教えて下さい。 

「鋭い眼光が魅力だと思います。」 

Ｑ．飼育で苦労していることは何ですか？ 

「偏食が多いため、給餌・摂餌量のコントロールに気を使

っています。」 

Ｑ．来場される方に一言お願いします。 

「円山動物園では日本古来の狩猟法である鷹匠の技

術・ノウハウを生かして、猛禽類の保護、野生復帰

に取り組んでいます。また、これらの技術・ノウハ

ウを用いて野生に返すことができない猛禽類の訓練

を行い、来園者の皆様に体験していただく飛翔デモ

ンストレーションも行っておりますので、ぜひご来

園いただき、彼らの美しい姿をご覧ください。」 

 

Ｑ．現在飼育中のイヌワシについて教えて下さい。 

「現在飼育しているのは雌雄のペアで、オスの愛称は紫雲

（しうん）、（2002 年多摩動物公園生まれ）、メスの愛称は

剰水（せせなぎ）（2011 年秋田市大森山動物園生まれ）で

す。」 

Ｑ．イヌワシ以外にはどんな猛禽類を飼育していますか？ 
「大型猛禽類として、オオワシを 9羽（うち 2羽は非公開）、

オジロワシ 2 羽、アンデスコンドル 1 羽（非公開）、小中

型猛禽類としてはトビ、アメリカワシミミズク、ユーラシ

アワシミミズク、エゾフクロウ、シロフクロウ、ノスリを

展示しています。」 

Ｑ．今後イヌワシの飼育についての展望をお聞かせください。 

「メスの剰水が繁殖年齢に達するのを待って、繁殖に取り組ん

でいきたいと思います。」 

 



 

 

 

 

 
 
 

 

2013/08/09 クマタカ 

センターに研修に来た高校教諭Ｉ氏に調査体験
をしていただきました。クマタカが現れ大興奮。

場所：酒田市（旧八幡町） 

 

2013/08/24 コウノトリ 

まれに庄内に訪れるそうです。大陸からやってき
た個体の可能性が高いです。足をけがしていたの

で、心配です。場所：鶴岡市羽黒町 

 

2013/08/26 カッコウ 

じっとしている定点調査中は鳥から近くにやっ
てくることも多く、調査の疲れを吹き飛ばしてく

れます。場所：酒田市（旧八幡町） 

 

2013/08/27 アサギマダラ 

鳥海南麓ではこの時期多く見ることができます。

ひらひらと優雅な舞を見せてくれます。場所：酒
田市鳥海南麓 

 

2013/08/29 ツキノワグマ 

鳥類調査中、雪渓を歩くクマがいました。冬眠前

のクマが食いだめをする時期ですので、遭遇には

気を付けましょう。場所：酒田市鳥海山 

 

2013/09/07 シロマダラ 

新聞にも登場したアイドルです。夜行性なのでな

かなか会えません。みなさん、見つけたらラッキ
ーです。場所：酒田市（旧八幡町） 

 

2013/09/11 オオハクチョウ 

鳥獣保護区を巡視中、中洲の草陰からテクテク歩
いてくる大きな鳥。おや、ハクチョウさんではあ
りませんか。場所：酒田市最上川 

 

2013/09/11 コブヤハズカミキリ 

ブナ林の定番カミキリです。林縁の林床のササの
葉に、オスとメスが一緒にいました。場所：酒田
市鳥海南麓 

 

2013/09/11 ヤマカガシ 

秋頃は道で轢かれたヘビを多く見かけます。通勤
時には他にシマヘビ、アオダイショウ、マムシの
死体も見かけました。場所：酒田市鳥海南麓 

今頃はこんな風景が広がっているかも！（酒田市鳥海山南麓） 

庄内では駆け足で夏が過ぎていき、あっという間に秋が深まってきま

した。まもなく鳥海山の雪化粧がみられることでしょう。再びやってく

る冬鳥を待ち焦がれていた鳥っこは、寒くなるほどにさぞ喜びのことで

しょう。 

夏から秋も、様々な感動的な出会いがありました。コウノトリに始ま

り、サシバやハチクマなど夏鳥を見送り、鳥以外にはアサギマダラやシ

ロマダラ、ニホンリスなどにも会いました。今回は 8月から 10月にかけ

て庄内地域と鳥海山周辺（秋田県側含む）の生き物を紹介します。 

（撮影：長船裕紀） 



 

その他の庄内野鳥（酒田市在住の上野さんから提供していただきました。ありがとうございました） 

 

2013/03/15 ムクドリ 
イオン酒田南店付近のねぐら入りは凄

まじい数です。場所：酒田市 

 

2013/03/25 ノスリ 
最上川河川敷の定番の猛禽類です

ね。場所：酒田市最上川 

 

2013/04/21 オオソリハシシギ 
河川敷に 2 羽でいたそうです。場

所：酒田市最上川 

 

2013/05/23 セイタカシギ 
出会いはタイミング次第。場所：

酒田市最上川 

 

2013/07/21 ウミネコ 

今年誕生した幼鳥です。場所：酒田市
最上川 

 

2013/09/19 ツバメ 

鳥海湖の近くで撮影したそうで
す。場所：鳥海山 

 

2013/09/27 ダイサギ 

スワンパーク付近のようです。膝立
ちで休憩中。場所：酒田市最上川 

 

2013/09/30 オシドリ 

一応、雄といっしょにいたそうで
す。場所：鶴岡公園 

 

2013/09/11 アカアシクワガタ 

夜のアニマルトラッキング！外灯の近くで、他に
もカブトムシやミヤマクワガタ、ヒメオオクワガ

タ、エゾゼミなど色々。場所：酒田市北青沢 

 

2013/09/19 ニホンリス 

道端でオニグルミをカリカリとかじっていまし
た。昨年同じ場所で車に引かれたリスを拾いまし

たが。気を付けないとね。場所：酒田市草津 

 

2013/09/22 ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ 

頭だけタイヤの下敷きになって死んでいました。
タカの渡りを見に来た方の愛車、なんとハリアー

（チュウヒの英名）に…。場所：鳥海山 

 

2013/09/23 ハイタカ 

この日一番多かったのがハイタカです。場所：鳥

海山 

 

2013/09/23 サシバ 

9 月下旬ともなればサシバはあとわずかです。こ

れは幼鳥でした。来年、無事に日本に戻ってきて
ほしいです。場所：鳥海山 

 

2013/09/23 アマツバメ 

遠くで飛んでるなぁと思っていたら、突然近くに

群れが移動してきて間近で見られることが何度
かあります。場所：鳥海山 

 

2013/09/23 チゴハヤブサ 

鳥海山北麓では、秋の渡りのシーズンに高確率で
見ることができます。猛スピードで私の目の前を
通過していきました。場所：鳥海山 

 

2013/09/24 ハチクマ 

今シーズンもっとも近くで見たハチクマです。ど
こまで接近してくるのだろうかと、思わず身構え
てしまうほどでした。場所：鳥海山 

 

2013/09/24 トビ 

なんといってもトビを忘れてはいけませんよ。近
くで見ると、さすがタカ科だなぁと思います。場
所：鳥海山 



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆イベント開催報告◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

★「ワシタカスクール」を開催しました！ 

 

 

 

 
 
 
★「夏休み体験プログラム」を開催しました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★夏休み特別企画展示「トリのトリビア」開催しました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 21 日（日）ワシタカスクールを開催しました。講師は

我らがアクティングレンジャーの長船裕紀先生です！ワシタ

カ識別クイズや、登山道をフィールドビンゴしながら散策し

て、心字池ではそこに生息する生物たちの食物連鎖を勉強し

ました。センターに帰ってからは鳥の羽を使ったしおりを作

りました。 

閉会式では長船先生から「ワシタカジュニアマスター」の

認定証が授与されました。お休みにもかかわらず参加してく

れたみんな有り難うございました！ 

7月 22 日（月）～8月 18日（日）「夏休み体験プログラム」

を開催しました。今年は週替わりでの開催となったため、開

催日程がわかりやすくて良かったかな？しかし、夏休み前半

に続いた豪雨の影響で、登山道を散策する屋外イベントがす

べて中止に・・・。楽しみにしていた皆さんごめんなさい！

でも翌週からの室内プログラムでは多くの来場者が体験し

て遊んでいってくれました。又来年、楽しい企画を用意して

待ってるよ！ 

エコバッグを作ろう！ 

開催の様子 

7月 20 日（土）～8月 31日（土）夏休み特別企画展示「トリ

のトリビア」を開催しました。館内にパネルと展示物を配置し

て、鳥の生態について意外なことを知ってもらいました。20 個

の展示物に来場者から「へぇ」ポイントをつけてもらった結果、

ベストテンは以下のようになりました。 

 

1位「（a）の起源はワシ」 

2位「寝ながら飛ぶ鳥がいる」 

3位「ワシとタカの違いは適当」 

4位「クマタカの巣は 496本の枝でできている」 

5位「フクロウの耳は左右非対称についている」 

6位「弓矢の矢羽根はオオワシオジロワシが最高級品」 

7位「オスプレイの正体はミサゴ」 

7位（同じ得票）「鳩時計はハトではない」 

9位「ハヤブサはオウムやスズメに近い仲間」 

10 位「バイオミメティクスって何？」 

 

展示に来場してくれた皆さん、協力して下さった皆さんどう

もありがとうございました！ 

トビの尾羽は三味線のバチ型！ 



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆イベント開催報告 2◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

★ワシタカ観察会「秋の渡りを見よう！」開催しました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★八木山動物公園「知って楽しい猛禽類！」にお呼び頂きました！ 
 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆イベント情報コーナー◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
ワシタカ観察会 
「秋田市大森山動物園と鳥海山南麓で見る 2 日間のイヌワシ観察会」 
大森山動物園は日本でも特にイヌワシの飼育繁殖に力を入れている動物園です。野生ではなかなか出会う

ことができないイヌワシを、腕のせ展示で間近に観察してみませんか。記念撮影もできます。2日目は鳥海
山の厳しい自然の中に生きるイヌワシを現地で観察します。希少種イヌワシを飼育と、野生の両方の面から
知ることができる特別な2日間の観察会です。 

期 日：平成 25年 10月 19日（土）・20日（日） 
時 間：1日目 7:30～17:00 
    2日目 8:30～15:00 
集合場所：1日目 八幡タウンセンター（酒田市観音寺寺下 41） 
    2日目 鳥海イヌワシみらい館（猛禽類保護センター） 
場 所：1日目 秋田市大森山動物園※バスにて移動 

2日目 鳥海山南麓（山形県酒田市） 
参 加 費：1日目一人 1000円（バス代、保険代）※別途入園料が必要です 
     2日目一人 500円（バス代、保険代） 
募集人数： 20名程度 ※2日間参加できる方を優先いたします。 
持 ち 物：双眼鏡（貸し出し可）、飲み物、お弁当、軍手、筆記用具、タオル 
服装：長そで、長ズボン、はきなれた靴、帽子 

※2日目は特に防寒着など冬の屋外で着用するウェアをご用意下さい。 
申込み：10月 17日（木）17：00まで 
お問合せ：0234-64-4681 

e-mail:moukin@raptor-c.com 

9 月 22 日（日）はワシタカ観察会「秋の渡りを見よう！」

を開催しました。講師は NPO法人 猛禽類保護ネットワークよ

り伊藤智樹さんです。直前に発生していた台風の影響が心配

されましたが、当日はさわやかな秋晴れで、遠くで鷹柱が何

度かあがりました。観察地の目の前を飛んでいったハチクマ

もいて、参加者からは歓声もあがっていました。この日、ハ

チクマが 108 羽、ハイタカが 18 羽、ノスリが 6羽、ツミが 1

羽渡っていく姿を観察することができました。講師の伊藤さ

んからは旬の栗をご馳走になり、心もお腹も大満足の観察会

となりました。 

「渡るハチクマ」 

撮影：アクティングレンジャー長船裕紀 

8月 3日（土）仙台市八木山動物公園で開催されたセミナー

「知って楽しい猛禽類！」に講師としてお呼び頂きました。 

スライドを使った解説で、猛禽類について知ってもらった

後は、フクロウが吐き出す「ペリット」の解析に挑戦しても

らいました。その後、動物園で飼育されているフクロウと記

念撮影をしました。 

八木山動物公園内には当館のマスコットキャラクター「ワ

ッシーくん」も登場し、こども達から囲まれて大騒ぎ。大盛

況に終わった八木山動物公園でのイベントとなりました。ぜ

ひまた呼んで下さい！ 
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Illustrated by Masami Tsuno 
○C 鳥海イヌワシみらい館 

アクティングレンジャー 
じぇじぇじぇー、落巣し
た猛禽の巣から拾った幼
虫を育てたら、雅な甲虫
になったよー！次回、紹
介しますね☆（長） 

事務局 
10 月は地元の文化祭
等にブース出展しま
す。スタッフとお話し
しましょ！（村） 

普及啓発担当 
お・も・て・な・し！日本
に夏期オリンピックがや
ってくる！開会式にワッ
シーくん登場を企てます。

 

◆鳥海イヌワシみらい館 
10 月～12月の開館情報 

開館時間・・・9：00～16：30 
お休み・・・10月、11月は無休、12月より 

毎週火曜日が休館、 
12 月 29日～1月 3日年末年始休館 

入館料・・・無料 
ホームページアドレス・・・http://www.raptor-c.com 
〒999-8207 
山形県酒田市草津字湯ノ台 71-1 
TEL  0234-64-4681 

環境省 鳥海南麓自然保護官 
鳥海山では紅葉が始まりま
した。冬鳥も徐々にやってき
ているようです。後 1ヶ月も
すれば雪？（水） 

ブログ「鳥海イヌワシみら

い館日記」もやってます。

http://raptor2236.blog.

fc2.com/ 

チェックして下さいね！ 

八幡地区文化祭 展示部門 
酒田市八幡地域の文化祭に出展します。 

ワッシーくんも登場するよ！ 

期 日：平成 25年 10月 26日（土）・27日（日） 

場 所：八幡タウンセンター（酒田市観音寺） 

時 間： 9:00～17:00 

お問合せ： 0234-64-4681 

e-mail : moukin@raptor-c.com 

東北公益文科大学「公翔祭」展示 
東北公益文科大学の学園祭「公翔祭」にてパネル

展示します。最上川河口鳥獣保護区や「酒田市の

鳥イヌワシ」を知ることができる展示です。 

期 日：平成 25年 10月 26日（土）・27日（日） 

時 間： 10:00～17:00 

展示会場：東北公益文科大学（酒田市飯森山） 

お問合せ： 0234-64-4682（鳥海南麓自然保護官事務所） 

e-mail : moukin@raptor-c.com 

観察会「野鳥観察入門 探訪！最上川河口鳥獣保護区」 
遠くの国立公園より近くの鳥獣保護区。さぁ、そこにはどんな鳥や獣が生息しているのかな？みんなで観察

してみよう！  

期 日：平成 25年 11月 24日（日） 

時 間： 8:00～12:00 

集合場所： 最上川スワンパーク（酒田市） 

観察場所：最上川河口 

募集人数：先着 10名 

対 象：小学生以上（小学生以下は保護者同伴が必須） 

参加費：一人 200円 

講 師：日本野鳥の会山形支部 簗川堅治氏 

持ち物：双眼鏡（貸出可）  服装：防寒着 

お問合せ： 0234-64-4682（鳥海南麓自然保護官事務所） 

e-mail : moukin@raptor-c.com 
ヨシ原の猛禽類チュウヒに会えるかも？ 


